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自己紹介
• 橋本雄太，博士（文学）

• 所属：国立歴史民俗博物館

• 専門：人文情報学（デジタル人文学），近代西洋科学史

• 京都大学大学院文学研究科 情報・史料学専修出身

• 修士課程修了後，民間で3年間システムエンジニアとして勤務

• これまでに開発したシステム/ソフトウェア
• SMART-GS,くずし字学習支援アプリKuLA，みんなで古写真【渋沢栄一伝記資料】，み
んなで翻刻

• 言語：Ruby, TypeScript/JavaScript, Python, Java, etc…
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みんなで注釈
• https://ansei2.vercel.app/
•歴史災害史料を対象としたクラウド
アノテーションシステム（開発中）
•旧名：みんなでマークアップ

•主要機能
1. 災害史料のテキストアノテーション
2. 外部知識ベースとの紐付け（エン
ティティリンキング）

3. 災害の現象・被害記述の可視化，
データ出力
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開発の背景・目的・アプローチ
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開発の背景と目的
•背景
• 災害史料のテキストDB化の進行
• 「みんなで翻刻」では近世地震史料500点
（600万文字）の翻刻を達成

• 一方で翻刻テキストは自然言語で記
述された非構造化データ

•目的
• 機械処理や定量的分析が容易な
構造化データを史料テキストから
抽出する方法を開発し，
• クラウドソーシングを通じて大規模
なデータ構造化を実現する
• ただしまずは小規模データから
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データ構造化のフロー
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アノテーション済みテキスト

外部知識ベースとの接続 （entity linking)
アノテーション間のリレーション記述

翻刻済みテキスト

重要情報のアノテーション
（日時，場所，人物，被害・現象）

時空間的分析が可能な構造化データ

Cf. 北本先生のデータ構造化ワークフロー

http://agora.ex.nii.ac.jp/~kitamoto/research/publications/jpgu19b.html.ja


翻刻テキストに対するアノテーション
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1854年伊賀上野地震後に書かれた書状
(加納靖之「1854年伊賀上野地震の際に伏見で発生した局所的な液状化被害地点の検討」，2018)
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1854年伊賀上野地震後に書かれた書状
(加納靖之「1854年伊賀上野地震の際に伏見で発生した局所的な液状化被害地点の検討」，2018)

翻刻テキストに対するアノテーション



地名と日時表現のエンティティリンキング
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https://datetime.hutime.org/date/1854-07-10

https://geolod.ex.nii.ac.jp/resource/SqksUA

https://datetime.hutime.org/date/1854-07-10
https://geolod.ex.nii.ac.jp/resource/SqksUA


アノテーション間のリレーション設定
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現象・被害記述
「尺廻り程穴明キ泥砂吹出」

場所記述
「御蔵脇」

日時記述
「去月十五日之暁」

アノテーション間にリレーションを設定することで，5W1H情報を機械可読
形式で記述することができる

現象：液状化

1854-06-15京都府伏見区村上町
（緯度34.932519, 経度135.756670）



作業対象と進捗管理
• 作業対象
•安政江戸地震（1855年）に関わ
る記述のある史料約100点
•いずれも「みんなで翻刻」上で
テキスト化されたもの

• 進捗管理の方法
•コマ（画像）単位で進捗を管理
•全コマについてアノテーションと
エンティティリンキングが完了す
れば作業完了
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テキストアノテーション
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アノテーション作業のUI
•スタンドオフアノテーションを
採用
• アノテーション対象とアノテー
ション本体を分離する方式
• 低い作業負荷
• アノテーション間のオーバー
ラップが可能

•アノテーションの方法
• 画面右でアノテーション種別を
選択
• テキストをマウスで選択し，ア
ノテーションを付与
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4種類のアノテーション
1. 日時…特定の日時や時間の範囲を指定する記述．

2. 場所…地理的な場所を指定する記述．

3. 現象・被害…地震とその随伴現象を含む自然現象につ
いての記述．あるいはそれによる人的・物的被害につ
いての記述．

4. 人物…特定の人物を指し示す記述．
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アノテーション作業マニュアル
• https://wiki.honkoku.org/dok
u.php?id=annotation

• Dokuwiki で作成した「みんな
で翻刻ウィキ」上に作成

• 複雑化してきたため，単純な
ルールに更新予定
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エンティティリンキング

17



日時アノテーションのエンティティリンキング
• 元号/年/月/日/時刻をフォーム
に入力
•自動入力にも対応

• HuTime 暦変換サービスを利用
し，グレゴリオ暦で表示

• リンクを作成すると，アノテー
ションに「🔗」マークが表示さ
れる
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場所アノテーションのエンティティリンキング
• GeoLOD API 経由で地名を検
索し，対応する地名を選択する
•地名は複数選択可能

• 検索結果は国土地理院タイル上
で確認可能
•マップ表示には Leaflet を使用
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現象・被害アノテーションのエンティティリンキング
• 外部知識ベースの代わりに，
現象・被害情報を作業者が構造
化して記述する
•現象・被害の種別
•現象・被害の規模
•被害の対象

• リレーション設定
•近傍の日時・場所アノテーショ
ンを指定することで，現象・被
害の発生場所日時を表現
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可視化・データ出力
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現象・被害記述のマップ表示
• 現象・被害が発生した地点・種
別・規模をマップ上に表示

• リレーションを設定された場所
アノテーション経由で緯度経度
を取得している

• 複数地点が登録されている場合
は重心を表示
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現象・被害データのテーブル表示
• 現象・被害マップを
テーブル形式で表示し
たもの

• JSONやTSV/XLSX形
式での出力にも対応予
定
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構築技術
• TypeScript
• JavaScript を拡張した静的型付言語

•Material UI
• Material Design に準拠した UI フレームワーク

• Next.js
• React ベースの Web アプリケーションフレームワーク
• サーバーサイドレンダリングに対応

• Firebase
• Google が運営する Backend as a Service
• 認証やDB, ホスティング，Cloud Function 機能などを提供

• Vercel
• Next.js 開発企業によるホスティングサービス
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課題
• クラウドソーシングの難しさ
•翻刻と異なりアノテーションの「正解」を決めづらい
•作業には歴史資料の読解や歴史地名特定の能力が要求される

• 特に安政江戸地震の場合は江戸の地理についての知識が重要
→当面は史学分野のトレーニングを受けた専門家に作業を依頼

• 機械学習を適用する可能性
•現時点では作業を大きく省力化するほどの精度は難しいとの認識
→ プロジェクトを通じてAI訓練用の教師データを提供してゆく
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おわりに：今後の展望
• 災害史料の構造化プロジェクトとして
•安政江戸地震史料の大規模構造データ化
•地震史料集テキストデータベース等，他DBとの連携
•任意のテキストのアノテーションへの対応

• 史料テキストのアノテーションプラットフォームとして
•数値などアノテーション種別の拡張
•カスタムラベルによるアノテーションのサポート
•横書きUI のサポート
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宣伝：ベータ版テスター募集中
• じせデジリーダー
•国立国会図書館デジタルコレクションの
インターネット公開資料を対象とした
参加型モバイルリーダー
•主要機能

• モバイルに最適化された資料リーダー
• 全文検索，OCRテキスト表示
• ユーザー独自の資料リスト，読書ノート，
資料レビューの作成・共有

• コメント，いいね等のユーザー間交流
• プッシュ通知
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